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社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

赤

坂

勝

皆
様
に
は
、
ご
壮
健
で
健
や
か
に

新
た
な
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
本
年
も
宜
し
く
御

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
の
全
道
福
祉
大
会
は
、
夕
張

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
を
始
と
し
て

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご

支
援
を
得
、
七
百
名
余
の
会
員
の
参

加
を
得
て
、
夕
張
市
で
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
広
域
な
北
海

道
の
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
、
加

盟
団
体
の
皆
さ
ん
と
幅
広
い
問
題
に

つ
い
て
様
々
な
議
論
を
交
わ
し
、

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
共
通
理
解

が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ

ま
す
し
、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
加
盟
団
体
の
会
長
様
は
じ
め
役
員

の
皆
様
が
地
域
に
て
積
極
的
に
ご
努

力
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
証
左
と
思
い

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
恒
例

の
漢
字
一
文
字
は
、「
新
」
が
選
ば

れ
、
清
水
寺
貫
主
が
和
紙
に
大
き
く

揮
毫
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
劇
的
と

も
言
う
べ
き
政
権
交
代
が
実
現
し
、

十
二
月
、
障
が
い
者
に
係
る
施
策
を

総
合
的
・
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め

の
施
策
立
案
を
行
う
場
と
し
て
「
障

が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
部
で
は
障

が
い
者
を
参
画
さ
せ
、
意
見
を
取
り

入
れ
て
、
私
た
ち
が
成
立
以
来
、
障

が
い
者
の
自
立
を
阻
害
す
る
法
律
だ

と
反
対
を
し
て
き
た
障
害
者
自
立
支

援
法
に
変
わ
る
障
が
い
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
障
が
い
程
度
区
分
、
あ
る
い

は
国
連
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に

向
け
た
障
害
者
基
本
法
の
改
正
な
ど

も
検
討
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

将
に
『
新
』
そ
の
も
の
で
あ
り
、

障
が
い
者
に
と
っ
て
の
福
祉
元
年
と

抑
え
、
私
た
ち
自
身
が
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

世
界
を
見
回
し
ま
す
と
、
依
然
と

し
て
ア
フ
ガ
ン
や
中
東
な
ど
様
々
な

地
域
で
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
結
果

と
し
て
多
く
の
市
民
が
巻
き
込
ま

れ
、
更
に
障
が
い
者
が
増
え
続
け
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
、
一
日
も
早

く
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
国
内
経
済
は
一
昨
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
依
然
と

し
て
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
よ
る
不

況
は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
の

こ
と
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
や
派
遣
切

り
、
倒
産
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
は

昨
年
に
も
ま
し
て
強
く
感
じ
ら
れ
る

の
は
私
ば
か
り
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。
と
り
わ
け
、
そ
う
し
た
厳
し
い

局
面
で
北
海
道
に
お
け
る
障
が
い
者

の
環
境
も
ま
た
、
我
々
が
標
榜
す
る

目
的
に
は
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
皆
様
も
お
感
じ

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
推
察
さ
れ

ま
す
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
は
「
二
十
一
世
紀
は
共
生
の
時

代
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
障
が
い

の
あ
る
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民

が
等
し
く
相
互
に
個
性
を
尊
重
し
あ

う
共
生
社
会
の
構
築
に
最
大
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
役
職
員
だ
け
で
進
展
す

る
も
の
で
は
な
く
加
盟
団
体
の
皆
様

の
更
な
る
絶
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力

が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
り
、
今
年

は
寅
年
「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子

を
得
ず
」と
い
う
諺
も
あ
り
ま
す
が
、

焦
ら
ず
共
々
に
目
標
に
向
か
っ
て
一

歩
一
歩
進
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
宜
し
く
御
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年

が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
で
あ
り
ま
す
事
を
祈
念
す
る
と
共

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
障
が
い
者

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る

事
を
期
待
し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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平平
成成
二二
十十
二二
年年
元元
旦旦

社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

赤
坂

勝

副
会
長

政
田

一
美

副
会
長

瀧
山

征
治

常
務
理
事

和
田

真
一

理

事

岩
波

勝
二

理

事

佐
藤
芳
太
郎

理

事

篠
山

准
子

理

事

堂
前

文
男

理

事

山
本

克
光

理

事

中
西

昭
夫

理

事

阿
部

利
雄

理

事

稲
垣

則
子

理

事

沢
田

秀
雄

監

事

左
京

信
二

監

事

大
矢

郁
子

加
盟
団
体
代
表

石
狩
支
庁

三
浦

勇
吉

渡
島
支
庁

沢
出

博

檜
山
支
庁

佐
々
木
啓
之

後
志
支
庁

松
原

義
廣

空
知
支
庁

澤
田

秀
雄

上
川
支
庁

小
林

忠
義

留
萌
支
庁

福
井

紀
道

宗
谷
支
庁

篠
山

准
子

網
走
支
庁

鈴
木

洋

胆
振
支
庁

堂
前

文
男

日
高
支
庁

鎌
田

盛
行

十
勝
支
庁

大
橋

貞
一

釧
路
支
庁

笹

實

根
室
支
庁

佐
藤

齋

函
館
市

岩
波

勝
二

小
樽
市

赤
坂

勝

旭
川
市

稲
垣

則
子

室
蘭
市

政
田

一
美

釧
路
市

瀧
山

征
治

帯
広
市

阿
部

利
雄

北
見
市

佐
藤
芳
太
郎

夕
張
市

小
林

孝
雄

岩
見
沢
市

三
宅

睦
男

網
走
市

加
々
見
國
男

留
萌
市

清
水

覚

苫
小
牧
市

西
田

清
吾

稚
内
市

井
澤

勝
義

美
唄
市

大
矢

郁
子

芦
別
市

武
田

貞
信

江
別
市

八
木
橋
秀
幸

赤
平
市

若
山

武
信

紋
別
市

斉
藤
真
規
雄

士
別
市

寺
下

亘

名
寄
市

木
村
喜
代
志

三
笠
市

奥
村

一

根
室
市

淀
川

ス
キ

千
歳
市

伊
東
ミ
ツ
子

滝
川
市

鈴
木

利
彦

砂
川
市

工
藤

公
人

歌
志
内
市

太
田
フ
サ
子

深
川
市

秋
山

功

富
良
野
市

井
上

和
正

登
別
市

熊
谷

昭
吾

恵
庭
市

鹿
野

均

伊
達
市

石
川

鐵
雄

北
広
島
市

太
田

巌

石
狩
市

古
泉

利
雄

北
斗
市

関
口

岩
男

北
海
道
視
力
障
害
者
福
祉
連
合
会

山
本

克
光

北
鈴
会（
咽
頭
摘
出
者
福
祉
団
体
）

松
永

雅
晴

北
海
道
中
途
失
聴
者
協
会

中
西

昭
夫

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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夕夕
張張
大大
会会
第第
二二
回回
推推
進進
委委
員員
会会
をを
開開
催催

昨
年
十
二
月
八
日
�
、
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
会

長＝

赤
坂

勝
）
は
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
全
道
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会
第
二
回
推
進
委
員
会
（
委
員
長＝

赤
坂
勝
）
を

開
催
し
、
夕
張
大
会
の
全
体
総
括
、
第
五
十
九
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
帯
広
大
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
し
た
。
主
な
内
容
等
は

次
の
と
お
り
。

【
主
な
内
容
等
】

▼
委
員
長
挨
拶

推
進
委
員
会
の
開
催
に
当
た
り
、

委
員
長
か
ら
「
皆
さ
ん
方
に
は
夕
張

大
会
で
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
を
い
た

だ
き
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

今
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
は

「
政
権
交
代
」
で
あ
っ
た
が
、
見
て

い
る
と
新
政
権
に
は
決
断
力
が
な
い
。

も
う
試
運
転
期
間
も
過
ぎ
た
と
思

う
が
、
経
済
は
二
番
底
の
様
相
と
な

り
、
よ
う
や
く
２
次
補
正
予
算
が
決

定
し
た
。
最
大
の
関
心
ご
と
で
あ
る

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
は
、

廃
止
し
て
、
も
う
一
度
、
作
り
上
げ

る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
我
々

と
し
て
は
今
後
の
動
向
を
し
っ
か
り

と
注
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
日
は
、
夕
張
大
会
の
総
括
な

ど
を
行
う
会
議
で
も
あ
る
の
で
、
皆

さ
ん
方
と
一
緒
に
議
論
し
、
ま
た
、

忌
憚
の
な
い
発
言
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

▼
第
五
十
八
回
大
会
夕
張
大
会

・
参
加
者
は
七
百
十
六
名
と
昨
年
よ

り
五
十
名
余
り
増
加
。

・
「
大
会
運
営
・
進
行
」
に
つ
い
て

は
、
様

々
な
反

省
点
が

指
摘
さ

れ
、
今

後
の
大

会
に
向

け
留
意

す
る
こ

と
と
さ

れ
た
。

・
「
収
支

決
算
」
に
つ
い
て
は
、
夕
張
大
会

決
算
書
と
し
て
報
告
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。
な
お
、
当
初
、
危
惧
さ
れ

た
赤
字
決
算
に
つ
い
て
は
、
夕
張

身
障
協
会
の
努
力
に
よ
っ
て
回
避

さ
れ
た
こ
と
も
、
併
せ
て
報
告
さ

れ
た
。

・
「
採
択
案
件
の
取
扱
い
」
に
つ
い

て
は
、
全
道
大
会
で
審
議
・
採
択

さ
れ
た
七
件
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
、
一
件
を
除
く

六
件
の
案
件
に
つ
い
て
、
国
や
道

等
の
関
係
機
関
に
要
望
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

▼
第
五
十
九
回
大
会
帯
広
大
会

・
開
催
日
程
は
、
今
年
の
十
月
十
六

日
（
土
）
・
十
七
日
（
日
）
の
二

日
間
と
し
、
会
場
は
帯
広
市
民
文

化
ホ
ー
ル
。

・
開
催
内
容
は
、
要
望
事
項
な
ど
を

分
科
会
で
十
分
議
論
し
、
全
体
会

議
に
諮
る
よ
う
に
す
る
、
講
演
も

行
う
、
ま
た
、
役
員
の
分
担
す
る

業
務
を
決
め
て
、
地
元
と
調
整
し

な
が
ら
進
め
る
な
ど
の
発
言
が
出

さ
れ
、
今
後
、
課
題
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

▼
大
会
の
持
ち
方
・
第
六
十
回
大
会

の
開
催
地
等

・
毎
年
の
実
施
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
開
催
時
期
は
九
月
十
日
前
後

に
早
め
て
欲
し
い
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
第
六
十
回

大
会
の
開
催
地
の
選
定
な
ど
に
つ

い
て
も
協
議
が
行
わ
れ
た
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

守

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

全道大会推進委員の皆さま

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２２年１月１日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６６９号）（１）
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さ さ き ゆたか

新ひだか町 佐々木裕
こい き せつ

題「鯉する季節」

いずみ つかさ

恵庭市 泉 司
い とし かお

題「行く年の顔（日の出）」

要要
望望
事事
項項
とと
回回
答答（（
概概
要要
））

〜〜
第第
一一
回回
〜〜

平
成
二
十
年
の
第
五
十
七
回
全
道

身
障
者
福
祉
大
会
北
斗
大
会
に
提
出

さ
れ
採
択
さ
れ
た
要
望
は
、そ
の
後
、

推
進
委
員
会
で
検
討
・
整
理
し
て
十

一
件
の
要
望
事
項
と
し
て
関
係
機
関

へ
要
望
し
、
そ
の
結
果
（
関
係
機
関

か
ら
の
回
答
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

第
五
十
八
回
全
道
身
障
者
大
会
夕
張

大
会
で
報
告
・
了
承
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
何
回
か

に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

要
望
一

障
が
い
者
の
権
利
に
関
す

る
条
約
」
を
早
期
に
批
准
し
て
く

だ
さ
い
。（
函
館
市
身
障
連
合
会
）

【
回
答
】（
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
、「
障
が
い
者
制

度
改
革
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、

こ
こ
で
条
約
批
准
に
向
け
た
障
害

者
基
本
法
の
改
正
な
ど
も
検
討
す

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。）

要
望
二

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
施

設
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
国
に
よ

る
責
任
あ
る
補
助
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。（
宗
谷
支
庁
地
区
）

【
回
答
】
道
と
し
て
も
国
に
要
望
し

て
き
た
が
、
厚
生
労
働
省
告
示
の

改
正
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月

一
日
か
ら
身
体
障
が
い
者
の
方
も

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
自
立
支
援

給
付
費
の
拡
充
が
図
ら
れ
、
併
せ

て
施
設
整
備
も
助
成
対
象
に
な
る

と
伺
っ
て
い
る
。（
回
答：

北
海
道
）

要
望
三

北
海
道
（
支
庁
）
主
催
の

講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に

は
、
聴
覚
障
が
い
者
や
視
覚
障
が

い
者
が
参
加
し
て
も
情
報
取
得
で

き
る
よ
う
、
主
催
者
で
要
約
筆
記

者
、
手
話
通
訳
者
、
点
字
資
料
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
函
館
市

身
障
連
合
会
）

【
回
答
】
道
と
し
て
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
道
民
の
皆
様
に
道
の
施

策
や
取
組
み
に
関
す
る
情
報
を
提

供
・
周
知
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
聴
覚
障

が
い
者
や
視
覚
障
が
い
者
の
方
へ

の
情
報
保
障
を
図
る
う
え
で
講
演

会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
際
に

は
、要
約
筆
記
者
や
手
話
通
訳
者
、

点
字
資
料
の
配
付
な
ど
に
極
力
配

慮
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
。（
回
答：

北
海
道
）

要
望
四

病
院
で
の
順
番
待
ち
の
際

に
、
聴
覚
障
が
い
者
に
も
分
か
る

よ
う
待
ち
状
況
、
所
要
時
間
、
名

前
、
番
号
等
の
情
報
に
つ
い
て
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
に
よ
る
視
覚
的

表
示
を
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。（
函
館
市
身
障
連
合
会
）

【
回
答
】
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
々
に
対
し
て
は
、
視
覚
的
表
示

に
よ
る
情
報
の
提
供
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
の

特
性
や
当
該
表
示
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
よ
う
普

及
・
啓
発
を
図
る
な
ど
、
道
内
に

お
け
る
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。（
回

答：

北
海
道
）

困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
害
者
一
一
〇
番
」
へ

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

電

話

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五
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平成２１年度盲ろう者通訳・介助員養成講座 受受講講者者をを募募集集ししまますす
１ 受講対象 この講座は、盲ろう者（「視覚と聴覚について重複して障がいのあ

る重度の盲ろう者」をいいます。）の福祉に理解と熱意を有する者に
対し、盲ろう者のコミュニケーション手段と移動介助についての知識
と技術等の講習を行うことにより、通訳・介助員を養成し、盲ろう者
の福祉の増進に資することを目的としています。このため、受講対象
者は、養成講座の全ての受講が可能な２０歳以上の者で、修了後、通訳・
介助員として登録し、派遣を担う意思のある方とします。

２ 主 催 北海道（社団法人北海道身体障害者福祉協会）

３ 協 力 社会福祉法人全国盲ろう者協会、札幌盲ろう者福祉協会

４ 募集定員 ２０名（養成の趣旨を踏まえて選考します。）

５ 開催日時 平成２２年３月５日�～３月７日�の３日間

６ 日 程 表 下記のとおり。

７ 受 講 料 無料。ただし、教材等の一部について自己負担あり（３，０００円程度）。

８ 募集期間 平成２２年１月１２日�～２月１９日�

９ 問合及び 〒０６０�０００２札幌市中央区北２条西７丁目 道民活動センタービル４階
申 込 先 社団法人北海道身体障害者福祉協会

電話 ０１１�２５１�１５５１ FAX ０１１�２５１�０８５８

第第
二二
十十
四四
回回
障障
害害
者者
にに
よよ
るる
書書
道道
・・
写写
真真
全全
国国
ココ
ンン
テテ
スス
トト

〜〜

審審

査査

結結

果果

のの

発発

表表

〜〜

こ
の
度
、全
国
身
体
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
）

主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
千
百
点
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
、
北
身
協
が
取
り
ま
と
め
た
道
内
分
（
書
道
八
点
、

写
真
十
点
）
か
ら
は
、
書
道
部
門
三
点
と
写
真
部
門
二
点
が
入
賞
し
ま
し

た
。
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

【
書
道
の
部
の
入
賞
】お
の

で
ら

ふ
さ

こ

▼
銅
賞

豊
浦
町

小
野
寺
房
子

き

せ
き

て
き

せ
い

か
ん

題
「
奇
跡
的
生
還
」

お

が
さ

わ
ら

き

く

お

▼
銅
賞

函
館
市

小
笠
原
喜
久
雄

ら
ん

て
い

じ
ょ

お
う

ぎ

し

題
「
蘭
亭
序
王
義
之
」

や
ま

も
と

け
い

た

ろ
う

▼
銅
賞

京
極
町

山
本
敬
太
郎

は
な

題
「
華
」

【
写
真
の
部
の
入
賞
】

▼
銀
賞

▼
銅
賞��

��

�

�
由
仁
町

中
嶋
つ
ぎ
子
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「
町
村
協
会
だ
よ
り
」
へ
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
ま
す

今
月
の「
町
村
協
会
だ
よ
り
」は
、

都
合
に
よ
り
休
み
ま
す
。
な
お
、
ま

だ
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
町
村
協
会
の

皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
や
写
真
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

講 義 等

開講式・オリエンテーション

講義（盲ろう者福祉概論・コミュニケーション論）

講義（盲ろう者として）

実技（盲ろう擬似体験）

講義（盲ろう者と手話）

講義（盲ろう者と音声、筆記）

実技（コミュニケーション実習①（手話、音声、筆記））

実技（食事実習（盲ろう状態で弁当を食べる））

実技（コミュニケーション実習②（手話、音声、筆記））

実技（盲ろう者の移動介助）

実技（通訳・介助の実習）

講義（通訳・介助員として）

講義（通訳・介助活動について考えてみよう）

説明（派遣事業について）

閉講式（修了書授与）

場 所

道民活動セン

タービル

道民活動セン

タービル

道民活動セン

タービル

開催日時

３月５日�
９時３０分～

１７時

３月６日�
９時～１７時

３月７日�
９時～

１６時３０分

（２）（第６６９号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２２年１月１日）


